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日本新産黄色鞭毛藻 Mallomonaslelymene 
HARRIS et BRADLEYについて*

高橋永治** 慶瀬弘幸**

E. TAKAHASHI and H. HIROSE: On Mo.llomonas lelymene HARRIS et 

BRADLEY (Chrysophyceae) 

黄色鞭毛藻網シヌヲ税マロモナス属は，これまで日本から20:種が報告されている1-6)0

今回新らしく以下にのべる 1種を見いだしたので報告する。

材料は東北地方と近畿地方に散在する約10咽の湖沼から採集され，マロモナス属に所

属する細胞を毛細管で分離し，先学ならびに電子顕微鏡を用い同定した。寵子顕微鏡は

JEM-1∞IB (日本電子KK.)を用いた。

Mallomonas lelymene HARRIS et BAADLEY 1960 

形態:乙の種は先学顕微鏡下では，卵円形，凹凸のある輪郭を示し，全周に Bristleを備

え 1個，側壁性の葉緑体をもち，先端に 1本の長い鞭毛を備える。被殻を構成する鱗片

は特徴ある形を示し，その先端に大きなDomeがある(Fig.1)。細胞は 15ー18μX12

-13μ，鱗片は6.6-7.5μX4μ，Bristle長10ー

12μであった。

電子顕微鏡下では，鱗片はDome，Shield， 

Flangeからなり， V-ribがよく発達し 3部分

鱗片 (Triparti包e)群に属する。鱗片はDomeの

両側に巾広い翼構造が発達する。 Shieldには績

に走る8ー10本の ridgeと，その聞を縦に仕切

る短かい ridgeがあり， 格子模様が発達してい

る。Domeの表面の%.....%の部分は網状構造で飾

られ， V-ribの基部と Flangeには，多数の放射

状支柱がある(Fig.2) 0 Bristleはわずかに湾曲

し， 5-1例困の鋸歯がある(Fig.3)。鱗片のレプ

リカ像から(Figs.4，5)，鱗片の両面は平滑な膜

であり， Shieldの格子構造と V-ribと Flange

事文部省糾学研究費 No.8422. 

F 
9 

~ ..2L 
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Figs. 2-5. Electron photomicrographs of MaUomonas lelymene. 

Fig. 2: Direct image of scale. 

Fig. 3: Scale and bristle. 

Fig. 4・Outersurface of scale (replica). 
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Fig. 5: lnner surface of scale (replica). (Scales of all figllres show 1μ.) 

91 



92 藻類第20巻第3号昭和 47年 12月

の放射状支柱は，内外2膜の中聞に発達しており，この鱗片は3層からなることが明らか

になった。また Domeと Shieldの聞の3角形模様は， Domeが深く入りこんだ空洞であ

る。

この種は，英国7)， Jレ戸マニア8)，アラスカ6)とスコ γ トランドのから報告されており，

日本産のものは，タイフ。積7)ならびにその他のものとくらべ，鱗片の格子構造において，

横列の ridgeの数が，タイプ種の 12-18本(平均15本)に対し8-10本(平均 9本〉と

少ない。また翼構造は，タイプ種は平滑であるのに，ルーマニア産のものには4ー 5本，

アラスカ産のものには約20本の ribが発達しているが日本産のものは平滑か約3本の rib

がわずかに発達していた。

分布と生態:とこれまでに採集した約 100に達する各種の水域の中で，乙の種はわずかに

裏磐梯湖沼群山の家沼，神戸市舞子墓地内水たまり，六甲山・丁字辻池，高槻市ポンポ

ン池から見出されたにすぎない。外国においても比較的少なかった。これら 4池では， 5 

月から11月の聞いつでも見られた。池71くの温度は最高290Cに達し，池水のpHは 5.4-6.2

の範囲の酸性の水域であった。英国，ルーマニア，アラスカにおいて，乙の種は 1年中見

られ，冬期には氷におおわれた池からも採集され，池水の pHは 4.9-6.6の範囲にあった

6，7，8)。この種は，水温290以下で，酸性(pH=4.9-6.6) の水域に生息する広温性，好酸

性種であるといえる。温度条件からは，この種は地球上全域に広く分布し得るのに，英国，

fレーマニア，アラスカ，スコ?トランドと日本と，遠く離れた5ヶ国から報告されている

にすぎないのは，乙の穣が，周年酸性の水をたたえる池沼に固執しているためであろう。

Summary 

Mallomonas lelymene was found from ponds in Japan. The characteristic structure 

revealed under electron microscope closely agree with that of the type species， but 

differed slightly from other foreign materials hitherto reported， in the point that the 

lattice structure at the shield was smaller in number of the crossing ridges. In Japan 

and foreign countries， the species was found from lakes and ponds whose pH was in a 

range from 4.9 to 6.6 and the water temperature was in a wide range less than 29 0 • 

This proves that the species is acidophylic and eurythermal. 
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